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1. はじめに

ジャガイモはナス科の植物で、おもに地下茎

での栄養繁殖により増殖する。栽培においても

地下茎を利用する。長期の保存が可能であるた

め、主食としている国もある。日本での栽培は、

気候の面から北海道の生産量がそのほとんど

を占めている。大量生産のためには広大な土地

が必要なため、日本のジャガイモ生産量は、世

界各国とくらべると、とても少ない。１）そこで

われわれは、より効率よく栽培する方法を探る

ため、マイクロチューバを用いたジャガイモ苗

の作出を目指した。 

2. 目的

ジャガイモのマイクロチューバによる栽培

の可能性を探る。マイクロチューバ作成の条件

を探る。 

3. 方法

無菌条件下（１/２MS ｐH5.8 の培地を使

用、25℃、3000ルクス）で培養した際にできる

マイクロチューバをポットに植え、苗を作っ

た。成長させた苗を圃場に植え、栽培管理を行

って、生育を観察した。

図１）無菌条件下でのジャガイモ培養 

図２）圃場での栽培 

4. 結果

マイクロチューバをポットに植え、苗を作出

した結果、すべての株で発芽し、苗の作出に成

功した。苗は、ひょろ長く、少し頼りない様子

だった。圃場に植えた後、風で傾いたり、少し

茎が折れたりする様子が見られたが、収穫期に

は葉が繁茂していた。収穫してみると、その収

量は 10 株平均 800ｇと、おおよそふつうに栽

培したときの収量と大きな変化はなかった。い

もの個数・大きさについても問題なかった。味

や食感にも変わったところはなく、甘みが少し

強い気がした。いもの表面が少しでこぼこして

いた。10株植えたうち、1株が消滅していた。 

5. 考察

マイクロチューバを利用してできた苗は、す

こし細長く、頼りない感じであるが、圃場での

栽培は問題ないと考えられる。1 株消滅してし
まったことに関しては、原因を探る必要があ

る。マイクロチューバによるジャガイモ栽培の

結果収量がふつう栽培のときと遜色なく収穫

できていることから、マイクロチューバを使用

してのジャガイモ栽培は有効であることがわ

かった。マイクロチューバは、ジャガイモ栽培

に使用される種芋に比べて、サイズが小さく重

さは 10 から 20 分の１となっている。植え付け
作業や運搬において、マイクロチューバの利用

は省力化の一歩となるかもしれない。 

6. まとめ

ジャガイモのマイクロチューバを利用した

苗生産及び栽培は、可能であることが今回の実

験でわかった。また、この結果から、ジャガイ

モ栽培の省力化にもつながるのではないかと

考えられる。今後は、マイクロチューバの圃場

への直接植え付けが可能であるのか、マイクロ

チューバの効率よい作出方法の検討などを行

っていきたいと考えている。
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